
障がい学生支援制度 運用ルール      

聴覚障がい学生対象

試験時のノートテイク対応

【 支援方法 】

・試験時のノートテイクとは、試験開始前に教員が口頭で述べる説明や注意事項等をメインに書き取って聴覚に障がいのある利用学生に要約筆記して伝えるものです。
　板書で示される指示は利用学生自身で確認できるので口頭での説明を優先して伝えるようにしてください。
・基本的に、一人のサポートスタッフで対応します。

・受験者ではなく通訳者という立場になりますので、必ずネックストラップを着用して下さい。
・集合は試験開始10分前に教室の前扉の外側（廊下側）で待ち合わせ、試験開始から30分間が経過した時点で退室してください。
・試験開始前に机上に連絡メモを置き、退出時に試験監督の教員またはTA等に連絡メモを渡して下さい。その際、サポートスタッフの退室後に連絡事項がある時は利用学生のために板書か筆談してもらうよう口頭で伝えて下さい。

　　
※各教員には、学部事務室を通してノートテイカーを派遣する旨を伝えています。

※大学コンソーシアム京都単位互換科目については、障がい学生支援室から各大学教務課へ連絡し、試験時にノートテイカーがつく旨を伝えています。

【 注意事項 】

・試験時のノートテイクで得た情報を他に口外することのないようご注意下さい。
・試験の内容に関して利用学生に助言する、答えを教える等の行為がないよう、あくまでも通訳者としての任務を果たすように心掛けて下さい。

・試験中は、利用学生や他の受験生の気を散らすことのないよう、静かに待機して下さい。

・試験期間中は、試験開始・終了時間が通常の講義時間帯と異なりますので、ご注意下さい。

                                《試験時間》

１講時  9:20-10:30     ４講時 15:05-16:15    ７講時 20:05-21:15

        ２講時 11:00-12:10     ５講時 16:45-17:55

        ３講時 13:25-14:35     ６講時 18:25-19:35
 試験時ノートテイクの連絡メモ （※試験監督者への連絡用に使用して下さい）
※必要事項の記入は必ず支援開始前までに完了しておくようにして下さい。


担当職員の皆様


聴覚障がい学生への試験中の配慮について





 聴覚障がい学生  ○○○○  さんの


ノートテイクをしている支援スタッフ


  ○○○○    　　   　です。


試験開始30分後には退室しますので、その後のご対応について次のとおりお願いいたします。


・連絡事項がある場合は、板書か筆談でお願いいたします。


・板書の際は板書していることに気付かない事が多くあります。恐れ入りますが、板書したことが本人に伝わるよう、ご配慮をお願いいたします。
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